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これから、この一年間大切にしたい私の教育理念と、本校の、行事を中心とした教育活動についてお話し
します。 

 私の教育理念、伝えたいことは、一貫して同じです。 

 今年も「熱く温かく 一人にかかわり続ける」です。（内容は「東安魂」４月号に同じ） 

「熱く」とは熱意をもって、積極的に、自分から、あきらめずに、粘り強く、などの「たくましさ」と言
い換えることができます。 

「温かく」とは、相手の立場になって考えること、相手の言葉を傾聴すること、許すこと、困っている人
に手をさしのべること、などの「思いやり」と言い換えることができます。 

「一人」はあなたの学級でつらい思いをしている仲間かもしれませんし、学習につまずいている仲間かも
しれません。自己実現がうまくいかず、つっぱっている仲間かもしれませんし、リーダーとして孤独を感じ
ている仲間かもしれません。あなたの隣の席にいる仲間かもしれません。そして、あなた自身かもしれませ
ん。その一人に対して、あきらめずかかわり続ける、そんな中学校生活を送ってほしいと思っています。自
分一人ではできないこと、自分一人では到達できないことを、仲間の存在ができるようにしてくれます。私
たちが昨年度授業で取り組んできた、小集団での学び合い、スポーツフェスティバルや東安地区魅力発見ウ
ォークラリーなどの行事、生徒会活動、委員会活動など、まさにそうです。 

そしてあなたが最後までかかわり続けなければならない人は、あなた自身です。自分に対し、熱く温かく
かかわり続け、自分の生きる道を「掴み取って」ほしいと思っています。 

「掴む」という字はてへんに国と書きます。自分の腕で、自分の力で、国を掴み取るという気概にあふれ
ているように感じます。主体的、自主的、自治･･･自分から生きる道を掴むことが大切です。特に３年生には、
このことを期待します。 

熱く温かく一人にかかわり続けることは、本校の学校教育目標「心豊かで、たくましい生徒」の達成に近
づくことでもあります。私たち東安中学校職員も、熱く温かく「一人」にかかわり続ける決意で、皆さんと
共に東安中学校をよりよい学校にしていきたいと思っています。 

 

続いて、本校の教育活動について、行事、授業、部活動の順にお話しします。今年度も新型コロナウイル
ス感染症対策を行い、ウィズコロナの精神で教育活動を行います。 

 はじめに行事です。 

 「体育祭」については「スポーツフェスティバル」として９月に学年ごとに実施予定です。 

また「文化祭」については、「東安地区魅力発見ウォークラリー」を１１月に実施予定です。本行事は３年
目を迎えます。今年度は学校運営協議会、ＰＴＡと協働するだけでなく、総合的な学習の時間も活用して、
ふるさと学習を進め、活動や学習のまとめを地域に発信する予定です。 

 「宿泊的行事」については、５，６月に実施予定です。現在の２，３年生にとっては初めての宿泊となり
ます。厳しい状況は続いていますが、学びを止めないためにも、保護者の皆さんのご理解とご協力を得なが
ら進めていきたいと思っています。詳しくは学年主任より伝達します。 

 次に授業です。日々の授業においては、昨年度９月より導入した「探究・協同の学び」を推進します。具
体的には、どの子も必ず１時間のうちに出力（表現）できるよう、小集団の学びを取り入れて授業を展開し
ます。この方式は、一斉授業などと比べ学びに向かう強制力が強く、生徒も楽しんで学習を進められるとい
うよさがあり、長期的には生徒の学力を底上げするとも言われています。わかる子だけが聴き、挙手した子
だけがアウトプットする、この時点で不平等だと私は思っています。公教育の平等性も大切にできるこの学
び方を、本校では研究の中心に据え取り組んでいます。今日の午前中にも何クラスかは小集団の学びをして
いました。いかがでしたでしょうか？ 

 また、保健体育における男女共修（共習）を推進します。学習指導要領では、「豊かなスポーツライフの実
現を重視し、スポーツとの多様なかかわり方を楽しむことができるようにする観点から体力や技能の程度、
性別や障害の有無等にかかわらず、運動やスポーツの多様な他楽しみ方を共有することができるよう、共生
の視点を踏まえて指導内容を示すこととした。」とあり、男女共修も一つの方法であることが示されていま
す。本校では、感染症防止の視点や、ジェンダーフリーの視点からも今年度より取り組みます。種目によっ
ては差がありすぎたり、危険を伴ったりする場合もあります。その場合は男女に分けたりルールを変えたり
と、弾力的に取り組みます。また１年後にはこの成果について検証していく予定です。ご承知おきください。 

 最後に部活動です。現在文科省は令和５年度より学校部活動を総合型地域スポーツクラブへ段階的に移行
していく方針を示しています。具体的には、土日の部活動を、教員ではなく社会人コーチ主体で行うという
ものです。安八町はそのモデル地区として令和３年度より、プラットフォーム（事務局）をＮＰＯ総合体操
クラブとして先進的に進めておりましたが、今年度より、その役割を安八町教育委員会が担うこととなりま
した。５月１９日に予定しております、部活動保護者会代表社会にて詳細を説明し、各部活動ごとの保護者
会において下ろしていく予定です。こちらも宜しくお願いいたします。 


